
若神組十三日講
講長藤井成正

早春の候、講員の皆様には、日頃より十三日講の活動に深いご理解とご協力を頂き、
大変ありがとうございます。未だ終息をみないコロナ禍にあっても、明るく元気に
講活動に取り組んで行きたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

ナ三日・の r活動のフ報倍.

゛高岡会館報恩講法要令和3年11月26日(金)高岡会館
藤井講長、中嶋事務局長ほか10名が出席しました。

゛もち米進納・本山参拝令和3俸12月7日(火)・8日(水)

コロナ禍にて代表10名で参拝。十三日講は藤井講長が
参加。高岡教区講社連盟から、1,2印kgのもち米を進紬。

御影堂において、進納式が執り行われました。

゛12月講(終い講)令和3年12月13日明)称名寺1こて
光乗寺様の法話をお聴r して、令和3年度の全事業が
無に終了いたしました。

゛御正忌報恩講今和4年2月14日絹)井波別院 ^.●^^
4^.ー

例年通りの参拝とはなりませんでしたが、18名が参拝し
,^^

終了後に十三日講の今年初めての役員会を行いました。

なお、残念ながら下記のお講は見送らせていただきました。
*お初講令和4年2月13日(日)光福寺

お初講と同日に行われてぃました総会は3月講と同日に開催が
決まっています。また、各地区の「お花講」や「綽如様」も日程
等が変更になっています。「お知らせ」にご注意ください。

本願寺高岡教区
じゃくじんそ

密御 1十三目謂刷

令和4年3月13日発行

第 9 号

新型コロナでも変わらぬ思い

「ご本山を支えたい」
「高岡教区講キ盟1第"回もち米進軸委拝」

弟19斜
若神組寺院紹介

宝林山称名寺(砺波市東開発)

称名寺の開基は、井波瑞泉寺の古文によると明徳元年(139のと伝えられています。そのころ

本願寺第五世綽如上人が越中の地に下向され、東般若村の権正寺あたりに在住されていました。

当時渡L船を業としていた開発村の与蔵(大井寂の先祖)の次男が上人より剃髪を受け、教証坊という

法名と上人御染筆の親.聖人像を賜り、お堂を建立Lました。その後、延宝四年(1676)六代目教順坊のときに

「称名寺」の寺号を賜ったと伝えられています。称名寺があった開発村は庄川の扇状地にあり、たびたぴ水害に
見擬われました。洪水を恐れτ、称名寺は秋元村に移住しましたが、開発村には一寺もないことから、地区の人々

の懇請によって、明治十二年(梠7のに現在の地に戻りました。その後、明治三十四年(19併)に現在の本堂が建て
られ、百数十年が経過しτいます。称名寺は東開発、下中条はもとより近隣の浄土宗門徒の念仏道場として、

称名寺第十九世住職大井祐成地区の人々に親Lまれ、支えられτ現在に至っτいます。

、
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布敦使:安達秀'師

井波別院:法話をお聴聞の様子
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2021年12月発表住催・公益財団法人仏教伝道協会)

【耀け!お寺の掲示板大賞2021】
仏教伝道協会大超寺(広制「仏の顔は何度でも」

「仏の顔も三度まで」ということわざが世間に
'

定着してぃますが、仏様はその程度でを立てる
ような方ではありません。阿弥陀仏は無限の慈悲

イ人の須はを備えてぃらっしゃいます。「仏の顔も三度まで」

何度ぐもというより「仏の顔は何度でも」のほうが仏様の
表現としては正確であることを知ってもらいたい

ということで今回大賞に選ばれたそうです。

その他の各より t
*置かれた場所で咲けないときは逃げてもいいよ咲けるところへ

囲・、・*本当のものがわからないと本当でないものを本当にする

*一人じゃさみしい二人はわずらわしい

*磨いても磨いても光らなかったでも腕力はついた

*私の物差しで問うのではなく私の物差しが問われる

す御 公益杜圃法.,、全圃有料老人广、ーム協会
余一生金の築34回 00K 訪

至21回シルバー川柳'入選2C作晶ケら告却
サラ1 ーマン川柳コンクール

◎

「禽です」と言われてみたい頭頂都

薄味にしたらコロブとわめく祖父

1,1ード持ち敢歩に出たが犬忘れ

目の検査 1丸」と莟えるお爺ち吠ん

じじち胎んが暗証番号暗唱し

食卓に俺の席だけアグリ,レ板

午後八時酒提供を止める妻

ヘモく}は一度仕舞うと出τこない

ベイペイで払うと後ろ行兵に

どなたでオモういうあなたばどなたです

会社へほ来るなと上司行けと妻

jEートで便利な言奨"聞こえません!"

鋪4俊'按の呼吸・王感で感じろ.全集中川

第5俊'じいち亭んに J.Y,parルの堤所閉かれ

サ手Jーマン川都コンケール」の名称変更予定
新しレ・ネーミンゲと【ベストロの勢憂ぱ5月下旬
様々な惰籔は,
h鄭'.ノんW.td酎一kゞ゛司悔卯ipiΦ「叩勧y/5剛゛1hndoxh力'nl

十万円見る事もなく妻のもの

こちらの掲示板も
いかがですか?
以'ご紹介Lましたネ

お寺の掲示板

江田智昭/著
Z !諸法無我

月13日綱)午後2時~

場所:西照寺砺波市中野

◎特別永代経法要団体バス_参拝
日時:7月24日(日)井波別院
(詳細が決まり次第同行からご案内致します)

+++あとがき+++

十三日講の広報活動の一環として

の「だより」作成に、四苦八苦Lてぃますが、
羽生結弦サマこれは「報われない努力」

でしょうか?今は「継続は力なり」と信じて

いたいデス。

事務局わ、ら rお知らせ゛

若神組門徒推進連絡協議会研修会」開催のお知らせ
西.明おヨ(土)巧時~圖.善興寺(高岡市中囿 1^.「0ロナ禍とみ教幻
コロナ禍社会で「み教え」をビのように受け止め、考え、行に生かしておられますか。
講長からの問い掛けです。ぜひご意見をおかせください。

い冊子ご親教「浄土真宗のみ教え」をいただくの配布について
来る 2023 (令和5)年、親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年;法要を
お迎えするにあたり、ぜひご一読ください。

◎ 5月講(降誕会)_

日時:5月21日(土)午後 2時~

場所:光乗寺高岡市戸出大清水
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若神組十三日講HP

私たちの、講の活動方針のーつに「講の再学習」を掲げています。

全国的な講の衰退に歯止めがかからない状態が続いています。

現代社会における価値観・人生観・世界観などが大きく変化している中で、試行錯誤が続きま

すが、まずは珸蒜の再勉強からはじめては」の思↓功喝、この小冊子シリーズを作成しています。

先人が求め続けられた仏法の精神的支柱に、少しでも近づきたいとの思いです。

みなさまの、ご参考になれぱ幸いです。

0小冊子シリーズ(りスト)

講の再学習に向けて

番号 区分

頒布品

頒布品

頒布品

頒布品

頒布品

頒布品

タイトル

(字の6冊は、500円/冊)

日本仏教宗派の教え

私たちのお寺様

私たちのふるさと

私たちのふるさと

私たちのふるさと

私たちのふるさと

事務局長中嶋 雄

「記紀神話」に現れる神々

村々のはじまりとお寺さま

私たちのふるさと

私たちのふるさと

私たちのふるさと

私たちのふるさと

私たちのふるさと

私たちのふるさと

私たちのふるさと

私たちのふるさと

私たちのふるさと

私たちのふるさと

私たちのδ、るさと

私たちのふるさと

私たちのふるさと

基礎知識

般若野荘と若神組

荘園成立の時代背景

戦乱と大地一と民衆

鎌倉幕府の滅亡と戦乱

越中の戦乱と一向一揆

副タイトル 0印

全地域

0

0

古事E己・日本紀から

5ケ村(若神組)

古代荘と若神組

「中野村のはじまり」

神様と中野神社

臨済宗の古剃(薬勝割

「大田村のはじまり」

真言宗の古剃(千光寺と安居割

「柳瀬村のはじまり」

「広大な中條保」

「広大な中條保②」

「南般若村のはじまり」

「北般若村のはじまり」

「伊加留伎荘と大」

「戦乱と大地と民衆②」

中野

中野

中野

太田

太田

柳瀬

柳瀬

柳瀬

南般若

北般若

柳瀬

北般若

0
0
0
0

0
 
0
 
0

呈
呈
呈
呈
呈
呈
呈
呈
呈
呈
呈
呈
呈
呈
呈

進
進
進
進
進
進
進
進
進
進
進
進
進
進
進

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮



茶扇会教室小冊子シリーズのご紹
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若神組十三日講

日本人ほ、山に神を慮じ取り、川1,神を実感し、海1-

神を見てきまし,

来し,時蒜我氏と物部氏との対立モして仏

があ0,、'のは実で,が、仏教を排斥するーとなく、

結果的には、神道乞仏道をを共生させ、千_百年以上も

独特の神仏習会の文化を培0てきまし, ■●

.".

'',.

...

・お釈迄様との

課いご

・古代・中世の

砺波の鮫若野

、若神物二十ーケ寺

立の由来

'".."'

....'......

私たち若神組の十ーケ寺は、庄川柯口の中野から

岡市中田に至る庄川沿い右岸・左岸にあります.

'の地は、中世にほ砲大寺家倒の般若荘巴呼ばれ

るたいへん広大な荘があ0た地域です

心の安を求めて、北寺さまの建立と世の

民衆の戦い、゛先祖さまは、、つどこから ●■ 0

キ,ネ.いにタイムス1 ノプてください

・鶴国(高志国)

・大仏透立の詔

・越中国旬・大伴数持

・伊卸佳庄

・古代・庄園を

● 1

0

奈良時代の「井山庄」「伊加流伎庄」「石栗庄」

'のち押加流伎庄」は、東大寺の・早栄と

越中国守として赴任してい,大伴家持が、その占定

1'あ"りました

中世に至り、'れら=つの庄園は全て飽大寺家の

般若野荘内をなりま,,,・。
大溝

0

、、'、

^

田屋河原の合戦(旧福)やの向揆に

も見られるよう'L 応の乱後職乱はさら↓」地方にも

畠よぴ拡大の一途を勉0ていまし,'.

又これ1」加えて十六世紀からは上杉・武田ら

の戰国武将の轍いがはじまり裂六ちの'.るさとでも

般若野・ のいがあります・ .. .

(以 8岳の詰単た説明です)

^.J^

,'

天正十=年(1585トトー月、 ・越中を揺るがす

大地震が起こりまし,.

の時木舟城下は大梶乱になり、袋に民衆は安住

の地を求めて數りりとなります。宝性寺ピ門徒も同様

でその粘家は呉画待に広く分布し、現在に繋て

います(宝性寺一円徒史料力場、当時を垣脚見ます)

."'

..''、....

..'

・執権,,・北条氏

・後醍的天の

粒幕亭蕪

・..幕府亡

・如上入

・佑仁の乱

0次は、年2回配布している「十三日講だより(第9号)」のご紹介です。

..

..

南北朝時代から、応仁の乱とその後の北島です

』の時代、秋冗・光福寺の桃井氏の括卵や南北朝

合一後の井波・瑞泉寺の建立そして応仁の乱を避けて

柳瀬に越された万遊寺の祖先kまつわるエピノド

同じく嵳如上人も難を逃れ、朝氏の支按を受けて吉崎

(福井県)にの建立をされた事なぞに関する内容

です。
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